
附

則

附

則

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
の
特
例
）

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
の
特
例
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

法
附
則
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規

定
に
よ
り
機
構
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
業

務
を
行
う
場
合
に
は
、
第
九
条
中
「
第
十
七
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
及
び
附
則
第
七
条
第
五

項
」
と
、
第
十
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
十
七
条

第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
第
四
号
（
法

附
則
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
同
号
イ
中
「
の

業
務
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
附
則
第
七
条
第
一

項
第
一
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に
第
二
項

の
業
務
」
と
、
第
十
一
条
中
「
第
二
項
第
二
号
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
項
第
二
号
並
び
に
附
則
第
七

条
第
一
項
第
三
号
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
十
九

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「
第
十
九
条
第
一
項（
法

附
則
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
第
二
十
七
条
第

六
号
中
「
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十

一
条
（
法
附
則
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
第
四

十
三
条
第
一
号
中
「
及
び
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
及

び
ニ
（
令
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
同
条
第
三
号

中
「
第
七
条
第
一
項
第
一
号
ハ
」と
あ
る
の
は「
第

七
条
第
一
項
第
一
号
ハ
（
令
附
則
第
七
条
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

と
す
る
。

２

法
附
則
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規

定
に
よ
り
機
構
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
業

務
を
行
う
場
合
に
は
、
第
九
条
中
「
第
十
七
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
及
び
附
則
第
七
条
第
五

項
」
と
、
第
十
条
第
二
号
中「
第
十
七
条
第
四
号
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
第
四
号
（
法
附
則
第
七

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。）」
と
、
同
号
イ
中
「
第
七
号
の
業

務
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
号
並
び
に
附
則
第
七
条

第
一
項
第
一
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に
第

二
項
の
業
務
」
と
、
第
十
一
条
中
「
第
十
三
条
第

一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
第
一
項

第
一
号
及
び
附
則
第
七
条
第
一
項
第
三
号
」
と
、

第
十
九
条
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
九
条
第
一
項
（
法
附
則
第
七
条
第
六
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」
と
、
第
二
十
七
条
第
六
号
中
「
第
二
十
一

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
（
法
附
則
第
七

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。）」
と
、第
四
十
三
条
第
一
号
中「
及

び
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
ニ
（
令
附
則
第
七
条

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
第
七
条
第
一
項
第

一
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
第
一
項
第
一
号

ハ
（
令
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
独
立
行
政

法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
第
十
三
条
の
改
正
規
定
は
、
同
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
二
項
及
び
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
八
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

〇
財

務

省

国
土
交
通
省
令
第
四
号

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び

第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
・
財
務
省
関
係
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
八
月
三
十
日

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

国
土
交
通
省
・
財
務
省
関
係
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
債
権
譲
受
け
の
対
象
と
な
る
金
融
機
関
）

第
一
条

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
国
土

交
通
省
令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
金
融
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

銀
行
（
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行
を
い
う
。）、
長
期
信

用
銀
行
（
長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
を
い

う
。）、
信
用
金
庫
、
信
用
協
同
組
合
及
び
労
働
金
庫

二

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
事
業
を
併

せ
行
う
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十

二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
事
業
を
併
せ
行
う
漁
業
協
同
組
合
並
び
に
同
法
第
八
十
七
条
第

一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
事
業
を
併
せ
行
う
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
並
び
に
農
林
中
央
金
庫

三

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫

四

信
用
金
庫
連
合
会
及
び
信
用
協
同
組
合
連
合
会
（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

一
号
）
第
九
条
の
九
第
一
項
第
一
号
の
事
業
を
行
う
協
同
組
合
連
合
会
を
い
う
。）

五

保
険
会
社

六

法
人
で
あ
る
貸
金
業
者
（
貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貸
金

業
者
を
い
う
。）

（
債
券
に
準
ず
る
有
価
証
券
）

第
二
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
有
価
証
券
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
五
号
）
に
規
定
す
る
特
定
目
的
信
託
の
受
益
証
券

二

信
託
会
社
又
は
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
一
条

第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関
の
発
行
す
る
証
券
又
は
証
書
で
信
託
の
受
益
権
を
表
示
す
る
も
の
（
前
号
に

掲
げ
る
有
価
証
券
を
除
く
。）

附

則

こ
の
省
令
は
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
九
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。





改

正

後

改

正

前

（
生
活
指
導
等
）

（
生
活
指
導
等
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

救
護
施
設
は
、
入
所
者
の
自
立
支
援
を
行
う
た
め
、
入
所
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
各
入
所
者
ご
と
に
個
別
支

援
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
生
活
指
導
等
）

（
生
活
指
導
等
）

第
二
十
条

更
生
施
設
は
、
入
所
者
の
勤
労
意
欲
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
入
所
者
が
退
所
後
健
全
な
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
入
所
者
各
人
の
精
神
及
び
身
体
の
条
件
に
適
合
す
る
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
、

こ
れ
に
基
づ
く
指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条

更
生
施
設
は
、
入
所
者
の
勤
労
意
欲
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
入
所
者
が
退
所
後
健
全
な
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
入
所
者
各
人
の
精
神
及
び
身
体
の
条
件
に
適
合
す
る
更
生
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ

に
基
づ
く
指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
生
活
指
導
等
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
（
第
二
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）の

規
定
を
準
用
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
生
活
指
導
等
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
（
第
二
項
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用

す
る
。

（
作
業
指
導
）

（
作
業
指
導
）

第
二
十
一
条

更
生
施
設
は
、
入
所
者
に
対
し
、
前
条
第
一
項
の
個
別
支
援
計
画
に
従
つ
て
、
入
所
者
が
退
所
後

自
立
す
る
の
に
必
要
な
程
度
の
技
能
を
修
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条

更
生
施
設
は
、
入
所
者
に
対
し
、
前
条
第
一
項
の
更
生
計
画
に
従
つ
て
、
入
所
者
が
退
所
後
自
立

す
る
の
に
必
要
な
程
度
の
技
能
を
修
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提

供
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

第
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
個
別
支
援
計
画
の

作
成

救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提

供
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

（
新
設
）

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
個
別
支
援
計
画
の

作
成

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
更
生
計
画
の
作
成

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
関
す
る
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
要
件
等
を
定
め
る
省
令
（
令
和
二
年

厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
個
別
支
援
計
画
の

作
成

（
新
設
）

（
新
設
）

別
表
第
四
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
関
係
）

別
表
第
四
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
関
係
）

表
一

表
一

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
関
す
る
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
要
件
等
を
定
め
る
省
令

第
十
五
条
第
八
項
（
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
個
別
支
援
計
画

の
交
付

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
関
す
る
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
要
件
等
を
定
め
る
省
令
（
令
和
二
年

厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）

第
十
五
条
第
八
項
（
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
個
別
支
援
計
画

の
交
付

表
二

（
略
）

表
二

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報


